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●地域経済レポート特集号 regional economic report
地方都市の再生
　1990年代後半から中心市街地の活性化に向けて、都市政策と商業政策との連携が進めら
れ、まちづくり三法が施行されました。しかし、期待された政策効果は見られず、昨年、まち
づくり三法の見直しが行われています。また、構造改革特区や地域再生計画、都市再生・ま
ちづくり交付金制度など、地方都市再生に向けたさまざまな支援政策も進められています。
　最近は全国的に中心市街地に都市・商業機能を集積させるコンパクトシティという考え方
に注目が集まっています。
　そこで、今回は、地方都市再生を目指すコンパクトシティや中心部のにぎわい創出に向けた
取り組みを追っていきます。
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